令和２年度事業報告
　令和２年度は新型コロナウイルス感染症の緊急事態宣言で始まり、終息しないまま終期を迎え、社会のシステムや人々の生活に大きな影響を与えました。
　組織や運営の変更を考える時代の幕開けともなった年でした。
　当然ながら畜産業界にも大きな影響がありました。数々の支援策が措置されたものの、それぞれの生産や流通の在り方を考える年となりました。
　未だ終息した後の社会の形が見えません。安定的な畜産経営のために何をなすべきかを生産者も関係者も引き続き考え、チャレンジしていかなくてはなりません。
Ⅰ　定款に規定された事項
１　配合飼料価格差補てん事業について
定款第４条の(1)に基づき実施した配合飼料価格差補てん事業については、一般社団法人全日本配合飼料価格畜産安定基金および飼料荷受組合の会員とそれぞれ契約を締結し、基本契約および数量契約に基づいて補てん業務を行った。
（１）事業主体　一般社団法人全日本配合飼料価格畜産安定基金
（２）配合飼料価格差補てん契約の締結
①　令和２年度数量契約
	畜　種
	当　　　初
	実　　　績

	
	加入者(件)
	契約数量(ﾄﾝ)
	契約数量(ﾄﾝ)
	増減(ﾄﾝ)
	構成比率(%)

	乳用牛
	33　
	3,100　
	3,100　
	0　
	6.7  

	肉用牛
	59　
	29,539　
	29,539　
	0
	63.9  

	豚　
	3　
	1,340　
	1,340　
	0　
	2.9  

	採卵鶏
	18　
	8,707　
	8,664　
	△43
	18.7  

	肉用鶏
	7　
	3,579　
	3,579　
	0　
	7.7  

	その他
	0　
	0　
	0　
	0　
	－　  

	合　計
	120　
	46,265　
	46,222　
	△43　
	100.0　


②　契約の解約　　　
	期　　　　間
	解約件数
	解約数量（ﾄﾝ）
	解約畜種
	備　考

	第3四半期
	2
	43
	採卵鶏
	

	合　計
	　　　2
	43
	　
	


（３）補てん積立金の徴収および納付額
　　①　通常補てん積立金
	期　  　間
	加入者(件)
	契約数量(ﾄﾝ)
	積立金の額(円)
	備　考

	第1四半期
第2四半期
第3四半期
第4四半期
	120
120
118
118
	11,806
11,440
11,576
11,400
	　　　　0
　　　　0
　　　　0
　　　　0
	ﾄﾝ当り  400円
全期免除

	合　　計
	
	46,222
	　　　　 0
	


②　別途納付金
	区　　分
	加入者(件)
	対象数量
(ﾄﾝ)
	納付金額(円)
	備　　考

	新規加入者
	1
	180
	255,600
	ﾄﾝ当1,420円

	合　　　計
	1
	180
	255,600
	


（４）補てん金の受領および交付額

①　受領および交付額
	期　　間
	補てんの種類
	対象　加入者(件)
	対象数量
(kg)
	ﾄﾝ当り
単価 (円)
	ﾄﾝ当り
合計単価 (円)
	交付金額 
 (円)

	＊ 第4四半期
	通常
異常
	120
	－
－
	0
0
	0
	0
0

	第1四半期
	通常
異常
	120
	－
－
	0
0
	0
	0
0

	第2四半期
	通常
異常
	118
	－
－
	0
0
	0
	0
0

	第3四半期
	通常
異常

	118　
	－
－
－
	0

0
	0
	0
0

	合　　計
	通常
異常
	－
	－
－
	－
－
	－
	0

0


　※令和元年度第4四半期
（５）配合飼料価格差補てん事業の運営に関する実態調査
　　令和2年9月18日事務連絡で、一般社団法人全日本配合飼料価格畜産安定基金から新型コロナ感染症への対応のため中止する旨の連絡があった。
　
２　畜産高度化支援リース事業について
定款第４条の(２)に基づき実施した畜産高度化支援リース事業については、貸付料、貸付機械譲渡料、保険料等の徴収および納付ならびに施設の管理状況の把握に努めた。

（１）事業主体　一般財団法人畜産環境整備機構
（２）機械の貸付内容
①　直接リース
	事業名
	貸付者数
	年度
	貸付機材
	備　　考

	堆肥保管施設整備リース
	1
	25年度
	堆肥舎2棟　
	1/2補助付き

	
	1
	26年度
	堆肥舎2棟　
	


（３）貸付料の徴収および納付額
①　直接リース　　　　                  　　　　　　　　　　　(単位:円)
	種　　類
	基本貸付料
	付　加
貸付料
	消費税
	計
	備　考


	堆肥保管施設整備
リース事業
	1,499,490
	73,821
	101,598
	1,674,909
	

	合　　　計
	1,499,490
	73,821
	101,598
	1,674,909
	


（４）保険料の徴収および納付額
①　直接リース　　　      　　   　　　　　　　　　　　　　　　(単位:円)

	種　　類
	保証保険料
	動産保険料
	計
	備　考

	
	件数
	金額
	件数
	金額
	
	

	堆肥保管施設整備
リース事業
	4
	86,390 
	0
	0
	86,390
	

	合　　　計
	4
	86,390 
	0
	0
	86,390
	


３　畜産経営力向上緊急支援リース事業について
定款第４条の(２)に基づき実施した畜産経営力向上緊急支援リース事業は、事業主体である一般財団法人畜産環境整備機構が対応した事業について、実施要領にしたがい貸付料、保険料等の徴収および納付を行った。
（１）事業主体　一般財団法人畜産環境整備機構
（２）機械の貸付内容　
	目　的
	貸付者数
	年度
	種　類
	台数
	備　考

	飼料自給率向上
	１
	25年度
	自走ラップマシーン
	１
	1/3

補助付き

	計
	 １
	
	　　　
	１
	


（３）貸付料の徴収および納付額　　　　　　　    　　　　　　　(単位:円)
	戸数 (件数)
	基本貸付料
	付加貸付料
	消費税
	計
	備 　考

	1戸(1件)
	146,898
	881
	7,344
	155,123
	

	合　　　計
	146,898
	881
	7,344
	155,123
	


（４）保険料の徴収および納付額　　　　　　　　　　　　  　(単位:円)
	種　　類
	戸数 (件数)
	　金　　額
	備　　　考

	保証保険料
	1戸(1件)
	270
	

	合　　　計
	
	270
	


（５）譲渡代金の徴収および納付額　　　　　　　　　　　　  　(単位:円)
	種　　類
	戸数 (件数)
	　金　　額
	備　　　考

	譲渡代金
	1戸(1件)
	171,381
	

	消費税
	
	8,569
	

	合　　　計
	
	179,950
	


４　肉用子牛生産者補給金制度事業について
　定款第４条の(３)に基づき実施した肉用子牛生産者補給金制度事業については、契約者に対して子牛の個体登録、販売・保留確認申出等の手続きを進め、積立金等の徴収および納付を行なった。
（１）事業主体　一般社団法人滋賀県畜産振興協会
（２）契約者数　11件　
（３）積立金等の徴収および納付額
	品　　種
	個体登録
頭数(頭)
	積　立　金　 (円)
	＊手数料 (円)

1,000円/頭
	積立金準備金充当額

	
	
	単　価
	金　額
	金　額
	

	黒毛和種
	533
	　　400
	213,200
	533,000
	116,400円291頭

	褐毛和種
	0
	1,500
	0
	0
	

	その他肉専
	0
	4,700
	0
	0
	

	乳用種
	0
	1,700
	0
	0
	

	交雑種
	247
	800
	197,600
	247,000
	92,000円115頭

	合　　計
	780


	
	410,800
	780,000
	



＊：手数料は、一般社団法人滋賀県畜産振興協会に納付
（４）補給金の交付状況
	
	黒毛和種
	褐毛和種
	その他の肉専用種
	乳用種
	交雑種
	交付金額
（単位：円）

	
	交   　 付    　単   　 価　（単位：円）
	

	第4四半期＊
第1四半期
第2四半期
第3四半期
	0

0

0

0
	0

0

0

0
	75,190
0
0
0

	0

0

0

0
	0

0

0

0
	0

0
0

0


· 令和元年度第4四半期
（５）平成2年4月から第７業務対象年間に移行したことに関連する事務手続きを行った。
　　①　当協会と一般社団法人滋賀県畜産振興協会、生産者との三者による生産者補給金交付契約の締結。
　　②　当協会と契約者の事務委任の締結。
　　③　当協会と飼料荷受組合等との現地確認に係る事務委託契約の締結。

５　肉用牛経営安定対策補完事業について
定款第４条の（３）に基づき実施した肉用牛経営安定対策補完事業では、中核的担い手が計画的に優良な繁殖雌牛を増頭した場合に増頭実績に応じた補助金を交付する事業を行った。
今年度から、輸出の拡大に向けた和牛の増産を推進するため、畜産クラスター協議会等を事業実施主体とし、繁殖牛の増頭に対し補助する生産基盤拡大加速化事業（肉用牛）が開始された。
両事業で補助対象牛が重ならないよう調整を行った。
（１）事業主体　　　　一般社団法人滋賀県畜産振興協会
（２）参加希望者数　６件
（３）実施状況 　
　　　　①２件は飼養頭数が減少し補助対象外となった。
　　　　②３件は増頭したが、全てが生産基盤拡大加速化事業（肉用牛）の対象となった。
　　　　③１件が本事業の対象となり、対象牛は１頭で１０万円を交付した。

　　　　
６　畜産クラスター運営の支援

　定款第４条の(３)に基づきクラスター事業の推進に務めた。
（１）平成27年2月17日に設立された畜産クラスター「活力ある畜産経営推進協議会」の事務局として、実態調査結果を滋賀県農政水産部畜産課長あて報告した。
　　　
７　相談窓口の開設

定款第４条の(４)に基づき畜産農家等の相談業務を実施した。
クラスター協議会設立に関する相談　　　　　　　１件
８　ホームページの更新

　定款第４条の(６)に基づきホームページを更新し、適正な協会運営と情報発信に努めた。

９　家畜防疫に関する情報発信

　　定款第４条の(４)に基づき全日基、滋賀県等を経由して通知される家畜防疫に係る情報を会員に周知した。
　　豚熱に関する情報　　　　　　　　　　　　　　　　　５回
　　高病原性鳥インフルエンザに関する情報　　　　　　２２回
　　高病原性鳥インフルエンザの県内発生に伴う措置　　　４回
Ⅱ　管理・運営事項
１　会議
（１）総会、理事会の開催
	
	開催月日
	開催場所
	審　議　事　項　等

	総　会
	2.　5.　21
	見なし決議
	令和元年度決算報告、令和2度会費の額および徴収方法、役員改選、令和元年度事業報告、令和2年度事業計画と収支予算報告

	監査会
	2.　4.　28
	関係書類送付
による監査
	令和元年度事業報告、決算報告

	理事会
	2.　5.　 8
	見なし決議
	令和2年度事業計画および収支予算書の一部変更、役員候補者の推薦、第45回定時総会提出議案、第45回定時総会での決議省略

	
	2.　5.　21
	見なし決議
	理事長及び常務理事の選定

	
	3.　2.　25
	見なし決議
	令和2年度事業報告および収支中間報告、就業規則・育児介護休業等規程・給与規程・定年後再雇用規則の一部改正、令和3年度事業計画・収支予算の設定、定時総会の日程等


（２）会議の開催・参加
	会　　議　　名
	開催月日
	開催場所
	協　議　等　事　項　

	一般社団法人滋賀県畜産振興協会第24回理事会
	2.6.11
	近江八幡市
	通常総会開催日時・場所および提出議案、優良肉用子牛生産推進緊急対策事業実施要領制定、肉用子牛生産者補給金制度に係る生産者積立準備金（第6業務対象年間）の残額の取扱い、肉用牛肥育経営安定制度業務方法書の一部改正、肉用牛肥育経営安定交付金緊急補てん事業の実施、肥育牛経営等緊急支援特別対策事業の実施

	一般社団法人全日本配合飼料価格畜産安定基金第47回定時総会
	2.6.19
	東京都
（委任状）
	令和元年度事業報告・監査報告、令和2度事業計画・収支予算報告、令和元年度貸借対照表・正味財産増減計算書承認、令和2年度会費の額、役員報酬総額、定款の一部変更、理事・会計監査人の選任

	一般社団法人滋賀県畜産振興協会令和2年度通常総会
	2.6.24
	近江八幡市
	令和元年度事業報告、公益目的支出計画実施報告、貸借対照表、正味財産増減計算書の承認、役員の一部改選

	一般社団法人滋賀県畜産振興協会第25回理事会
	2.6.24
	近江八幡市
	役員の選任

	滋賀県養鶏協会第38回通常総会・研修会
	2.7.8
	近江八幡市
	令和元年度事業報告、収支決算報告等
令和2年度事業計画、収支予算等、経費の賦課・徴収方法、役員選出

	一般社団法人全日本配合飼料価格畜産安定基金臨時総会
	2.10.30
	東京都
（議決権行使）
	理事辞任に伴う後任理事の選任

	農林漁業関係団体人権研修
	2.12.23
	大津市
	「コロナ禍の中で気づくこと、わかること、変わること」

	近畿府県配合飼料価格安定基金協会連絡協議会
	3.2.16
	WEB会議
	各府県の畜産・基金協会の動き、第4四半期の補てん、基金制度検討委員会の協議状況

	一般社団法人滋賀県畜産振興協会第26回理事会
	3.3.9
	近江八幡市
	臨時総会の開催日時・場所および提出議案、短期借入金の最高限度額、運営資金のための畜産振興基金の一時的な流用、任期満了に伴う次期役員の推薦団体および推薦者数、諸規定の制定および一部改正

	滋賀県特定家畜伝染病防疫研修会
	3.3.17
	WEB会議
	改正家畜伝染病予防法および飼養衛生管理基準、岐阜県における豚熱防疫対応、滋賀県における危機管理体制、滋賀県における飼養衛生管理基準の取り組み

	一般社団法人滋賀県畜産振興協会令和2年度臨時総会
	3.3.24
	書面表決
	令和2年度事業計画の変更および正味増減計算補正予算、令和3年度事業計画および正味増減計算予算、令和3年度会費および納入、令和3年度長期借入金の最高限度額、役員の一部改選、役員報酬に関する規定の一部改正


２　正会員の異動
	会　　　員
	期首会員数
	期中の動向
	期末会員数

	
	
	加　入
	脱　退
	

	荷受組合
	13　
	0　
	0　
	13　

	メーカー
	12　
	0　
	0　
	12　

	特約店
	3　
	0　
	0　
	3　

	計
	28　
	0　
	0　
	28　


３　令和２年度会費の徴収　　　　　　　　　　  
	会　　員
	会員数
	徴収金額
	備　　考

	荷受組合
	13　
	2,775,900円 
	ﾄﾝ当り　　   60円

	メーカー
	12　
	120,000円 
	1社当り　10,000円

	特 約 店
	3　
	30,000円 
	1社当り　10,000円

	合  　計
	28　
	2,925,900円 
	


４　新型コロナウイルス感染症への対応
１）緊急事態宣言がなされた期間において、延べ7日間の交代勤務（在宅勤務）を実施した。
２）一般社団法人滋賀県畜産振興協会と協力し、手指の消毒、事務室の消毒、来客者への対応など感染防止対策を実施した。
３）滋賀県新しい生活様式支援事業に取り組み、空気清浄機、壁掛け扇風機の設置や消毒薬の購入等感染防止対策を実施した。
